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＜論文の内容の要旨＞ 
 本論文は、(1)ムチン型糖鎖の一種である T 抗原が、神経軸索近位部特異的に局在すること
を新規に見出し、(2)その輸送に関与するタンパク質として Short stop (Shot)を同定した。さ






が結合し、さらにガラクトース(Gal)が GalNAc に結合した O-結合型糖鎖である。GalNAc に Gal
を転移し、T抗原 (Galβ1-3 GalNAcα1-Ser/Thr) を合成する酵素は、T抗原合成酵素とよばれる。







は、明らかにされていなかった 。また、T 抗原が BP102 抗原と共局在することから、T 抗原も軸
索近位部特異的に局在する可能性が考えられた。 
 本研究では、軸索近位部特異的に局在する分子の輸送メカニズムを解明するために、神経初代














 はじめに、T 抗原を認識する PNA レクチンを用いて、神経初代培養細胞において T 抗原を可視






 さらに、T 抗原と BP102 抗原の局在を指標として、これらの軸索近位部特異的な局在を乱す分
子種を、変異体の神経初代培養細胞を行って検索した。その結果、Drosophila spectraplakin、
Shot を見出した。Shot は、微小管と F-actin の二分子と結合するドメインを有し、二分子を架橋
するタンパク質である。さらに、Shot の F-actin 結合部位のみを欠失した shotΔFBD 突然変異体で
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＜論文審査結果の要旨＞ 
 
